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(57)【要約】
【課題】ＥＯＧ滅菌等の減圧工程において光源装置内外
の圧力差をなくして光源装置への負担を軽減し、光源装
置の破損を防ぐ携帯内視鏡の光源装置を提供する。
【解決手段】内視鏡本体の光源装置接続部２６に着脱自
在に設けられた携帯内視鏡の光源装置３０であって、光
源装置３０の内部と外部とを連通させる連通孔３５ｈと
、連通孔３５ｈを閉塞可能なスライドピン３７とを備え
、光源装置３０が光源装置接続部２６から取り外された
ときにスライドピン３７が光源装置接続部２６から離間
されることにより、連通孔３５ｈがスライドピン３７に
よって閉塞され、光源装置３０が光源装置接続部２６に
装着されたときにスライドピン３７が光源装置接続部２
６に当接することにより、連通孔３５ｈが開放されて光
源装置３０の内部と外部とを連通させる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯内視鏡の内視鏡本体に照明光を供給するための光源を備え、前記内視鏡本体に着脱
自在に設けられた携帯内視鏡の光源装置であって、
　前記光源装置は、前記光源装置の内部と外部とを連通させる連通孔と、前記連通孔を閉
塞可能なスライドピンとを備え、
　前記光源装置が前記内視鏡本体から取り外されたときに前記スライドピンが前記内視鏡
本体から離間されることにより、前記連通孔が前記スライドピンによって閉塞され、
　前記光源装置が前記内視鏡本体に装着されたときに前記スライドピンが前記内視鏡本体
に当接することにより、前記連通孔が開放されて前記光源装置の内部と外部とを連通させ
ることを特徴とする携帯内視鏡の光源装置。
【請求項２】
　前記光源装置は、前記内視鏡本体から取り外された状態において前記光源をオフ状態と
し、前記光源装置が前記内視鏡本体に装着された状態において前記光源をオン状態とする
スイッチ機構を備え、
　前記スイッチ機構は、前記連通孔と前記スライドピンとを備え、
　前記光源装置が前記内視鏡本体から取り外されたときに前記スライドピンが前記内視鏡
本体から離間されて前記光源がオフ状態となり、
　前記光源装置が前記内視鏡本体に装着されたときに前記スライドピンが前記内視鏡本体
に当接して前記光源がオン状態となることを特徴とする請求項１に記載の携帯内視鏡の光
源装置。
【請求項３】
　前記スライドピンが前記内視鏡本体に当接することにより、前記スライドピンと前記光
源装置に設けられた光源駆動のためのスイッチが前記光源装置の本体側に押し込まれ、こ
れにより前記光源がオン状態となることを特徴とする請求項２に記載の携帯内視鏡の光源
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の照明用ライトガイドに照明光を供給するための光源とその光源の電
源となる電池とを内蔵した携帯内視鏡の光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯内視鏡装置では、光源装置は携帯内視鏡本体の操作部に着脱可能な構成となってお
り、被写体を照明する照明光を伝達するための光源である電球や、光源の電源となる電池
の交換などのメンテナンスを光源部ユニット単位で行えるようになっている。この光源装
置は、単体で気密性を保つ構造となっている。
【０００３】
　この携帯内視鏡の光源装置として、気密に構成された光源装置内の圧力を調整するため
に、圧力を外部に逃がすためのリリーフバルブを設けることが提案されている（特許文献
１参照）。また、光源装置の内部と外部とを連通させる通気路を形成して、その通気路を
塞ぐように通気性はあるが通水性のない多孔質部材を設けることにより、ＥＯＧ滅菌（エ
チレン・オキサイドガス滅菌）の際に内部圧力と外部圧力との関係がどのように変化して
も、内部圧力が外部圧力に追随して変化して、内外圧力差に起因する不都合が発生しない
簡易型内視鏡の光源装置が提案されている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３２１５７９４号公報
【特許文献２】特許第４２０１４１３号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ＥＯＧ滅菌等で減圧を行う際に、光源装置内部の圧力が滅菌缶内の圧力
より高くなることで圧力差が生まれ、光源装置に負担がかかり、破壊に繋がる恐れがある
。
【０００６】
　したがって、本発明は、ＥＯＧ滅菌等の減圧工程において光源装置内外の圧力差をなく
して光源装置への負担を軽減し、光源装置の破損を防ぐ携帯内視鏡の光源装置を提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明に係る携帯内視鏡の光
源装置は、携帯内視鏡の内視鏡本体に照明光を供給するための光源を備え、内視鏡本体に
着脱自在に設けられた携帯内視鏡の光源装置であって、光源装置は、光源装置の内部と外
部とを連通させる連通孔と、連通孔を閉塞可能なスライドピンとを備え、光源装置が内視
鏡本体から取り外されたときにスライドピンが内視鏡本体から離間されることにより、連
通孔がスライドピンによって閉塞され、光源装置が内視鏡本体に装着されたときにスライ
ドピンが内視鏡本体に当接することにより、連通孔が開放されて光源装置の内部と外部と
を連通させることを特徴とする。
【０００８】
　この構成により、気密性を保った光源装置において、内視鏡本体や滅菌のためのアダプ
タを接続されてスライドピンが押されることにより連通孔が開放され、内外の空気が装置
内外を連通可能となる。これにより、減圧工程を有する滅菌操作等において、装置内外で
圧力差が生じることが抑制され、光源装置への負担が軽減される。
【０００９】
　光源装置は、内視鏡本体から取り外された状態において光源をオフ状態とし、光源装置
が内視鏡本体に装着された状態において光源をオン状態とするスイッチ機構を備え、スイ
ッチ機構は、連通孔とスライドピンとを備え、光源装置が内視鏡本体から取り外されたと
きにスライドピンが内視鏡本体から離間されて光源がオフ状態となり、光源装置が内視鏡
本体に装着されたときにスライドピンが内視鏡本体に当接して光源がオン状態となること
を特徴とする。
【００１０】
　この場合には、光源装置を内視鏡本体に接続した際に光源装置の内部と外部とを連通さ
せて圧力を調整する圧力調整機構と、光源装置を内視鏡本体に接続した際に光源をオン状
態とする光源装置のスイッチ機構とを兼ねる。
【００１１】
　スライドピンが内視鏡本体に当接することによりスライドピンと光源装置に設けられた
光源駆動のためのスイッチが光源装置の本体側に押し込まれ、これにより光源がオン状態
となることが好ましい。この場合には、光源装置が内視鏡本体に装着されると、光源がオ
ン状態となる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ＥＯＧ滅菌等の減圧工程において光源装置内外の圧力差をなくして光
源装置への負担を軽減し、光源装置の破損を防ぐ携帯内視鏡の光源装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態に係る携帯内視鏡の光源装置を携帯内視鏡本体に接続した状
態を示す正面図である。
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【図２】光源装置を内視鏡本体から取り外した状態を示す部分断面図である。
【図３】光源装置を内視鏡本体に接続した状態を示す部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。本実施形態では、光源装
置を内視鏡本体に接続した際に光源装置の内部と外部とを連通させて圧力を調整する圧力
調整機構と、光源装置を内視鏡本体に接続した際に光源をオン状態とする光源装置のスイ
ッチ機構とを兼ねる例を示す。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態に係る携帯内視鏡の光源装置３０を内視鏡本体２０に接続
した状態を示す正面図である。図１に示すように、携帯内視鏡１０は、内視鏡本体２０と
、内視鏡本体２０に着脱自在である光源装置３０とを備える。内視鏡本体２０は、把持部
２１と、挿入部２２と、接眼部２３と、圧力調整弁２４と、アングルレバー２５ａを備え
た操作部２５とを備える。
【００１６】
　内視鏡本体２０内には、光源装置３０から供給された照明光を挿入部２２先端から観察
部位にまで導光するためのライトガイド（図示せず）と、観察部位の反射光を導光するイ
メージガイド（図示せず）が配設される。把持部２１は、施術者が手で保持しながら各種
操作を行う部分である。操作部２５には、後述するように、光源装置３０を装着するため
の光源装置接続部２６が設けられる。
【００１７】
　接眼部２３は図示しない接眼レンズを有する。挿入部２２から観察部位に照射された光
の反射光がイメージガイドを通して接眼部２３に伝送され、得られた被写体像は接眼レン
ズを介して観察可能である。圧力調整弁２４は、気密に構成された内視鏡内部の圧力を調
整するため、把持部２１と挿入部２２との間に突出して設けられる。
【００１８】
　内視鏡本体２０の操作部２５には、光源装置３０を装着するための光源装置接続部２６
が設けられる。光源装置接続部２６は、例えば円筒形状を呈し、その外周部には雄ネジ（
図示せず）が設けられる。また、光源装置接続部２６の内部の円筒中央には、円筒軸に沿
った円筒形の窪部（図示せず）が形成され、そこに光源装置３０の光源部３４（図２参照
）が挿入される。光源装置接続部２６の雄ネジを締めることにより、光源装置３０は着脱
自在に内視鏡本体２０に装着される。
【００１９】
　図２は光源装置３０を内視鏡本体２０から取り外した状態を示す部分断面図であり、図
３は光源装置３０を内視鏡本体２０に接続した状態を示す部分断面図である。図２、３に
示すように、光源装置３０の筐体３１内には、電源であるバッテリ（図示せず）が内蔵さ
れる。バッテリとして、乾電池又は充電可能なニッケルカドミウム電池等のどのような電
池を用いても構わない。バッテリのプラス極はメインスイッチ（図示せず）を介して筐体
３１内に設けられた光源駆動回路（図示せず）に接続され、マイナス極は光源駆動回路の
グラウンドに接続される。
【００２０】
　光源用回路基板には、照明用光源として例えばＬＥＤなどの光源（図示せず）が装着さ
れる。光源は、光源用回路基板に設けられた光源駆動回路（図示せず）によりその点灯が
駆動制御される。光源用回路基板の光源駆動回路は、光源装置３０の筐体３１にアースさ
れる。
【００２１】
　光源装置３０の筐体３１には、内視鏡接続部３２が設けられる。内視鏡接続部３２は、
光源装置３０を内視鏡本体２０の光源装置接続部２６へ取り付ける際に、光源装置接続部
２６に接続される。内視鏡接続部３２は、筐体３１に取り付けられ、Ｏリング３４が装着
された円筒形状の取付部材３３と、取付部材３３に螺合された円筒形状の接続部材３５と
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、接続部材３５に螺嵌された締め付け用の回転部材３６と、スライドピン３７とを備える
。
【００２２】
　内視鏡接続部３２の端面３２ａの略中央には、光源および照明用レンズが納められた円
筒形状の光源部３８が形成される。光源部３８は、接続部材３５が内視鏡接続部３２の円
筒軸に沿って延出した円筒形状の部材の内側に、光源および照明用レンズが納められて形
成される。内視鏡接続部３２の端面３２ａにおいて、光源部３８の外周面の近傍にスライ
ドピン３７の先端部３７ａが位置する。
【００２３】
　スライドピン３７は、取付部材３３の内周面３３ａと接続部材３５の外周面３５ａとの
間に配置される。スライドピン３７は、例えば導電性の材料からなる軸３７ｓと、円筒形
状の中央部３７ｃを備え、中央部３７ｃにはシール用のＯリング３７ｄが装着される。ス
ライドピン３７は、軸３７ｓの長手方向が内視鏡接続部３２の円筒軸に平行になるように
配置される。スライドピン３７の先端部３７ａは、接続部材３５の端面に形成された連通
孔３５ｂを挿通して筐体３１外部に向かって延出される。スライドピン３７の基端部３７
ｂは、筐体３１の端部３１ａを挿通して筐体３１内部に向かって延出されており、スライ
ドピン３７が筐体３１内部方向に移動することにより、光源を駆動するスイッチ（図示せ
ず）を押し込み、光源をオンする。スライドピン３７の基端部３７ｂには、先端部３７ａ
の方向に向けてスライドピン３７を付勢する付勢手段としての圧縮コイルスプリング３９
が装着されている。
【００２４】
　圧縮コイルスプリング３９からの付勢力以外の外力が作用しないときには、スライドピ
ン３７はスイッチに接触しないため光源がオフ状態に維持され（図２参照）、スライドピ
ン３７の先端部３７ａが、圧縮コイルスプリング３９の付勢力に抗して押し戻されると、
スライドピン３７は筐体３１内部に向かってスライド移動してスイッチを押し込み、光源
がオン状態となる（図３参照）。
【００２５】
　接続部材３５の外周面３５ａには、光源装置３０の内部と外部とを連通させる連通孔３
５ｈが形成される。スライドピン３７の中央部３７ｃは、連通孔３５ｈの上をスライド移
動する。連通孔３５ｈが閉塞されることにより、光源装置３０の内部は気密性を保って外
部から遮断される。
【００２６】
　すなわち、図２に示すように、光源装置３０が内視鏡本体２０から取り外されると、ス
ライドピン３７の先端部３７ａが内視鏡本体２０の光源装置接続部２６から開放され、連
通孔３５ｈよりも内視鏡接続部３２の端面３２ａ側にＯリング３７ｄが位置する。したが
って、スライドピン３７の中央部３７ｃの端面３７ｅが接続部材３５の連通孔３５ｂを閉
塞すると共に、連通孔３５ｈをＯリング３７ｄにより閉塞される。なお、スライドピン３
７は光源を駆動するスイッチから離間されているため、光源が点灯されることはない。
【００２７】
　光源装置３０を内視鏡本体２０へ取り付ける際には、光源部３８が光源装置接続部２６
の内部に挿入されるとともに、回転部材３６の図示しない雌ネジが、手動回転操作により
光源装置接続部２６の雄ネジに螺合される。すなわち、回転部材３６が回転されると、回
転部材３６は内視鏡接続部３２の雄ネジから螺脱される方向に進むとともに、光源装置接
続部２６の雄ネジに螺合され、光源装置３０の内視鏡本体２０への取り付けが完了する。
なお内視鏡接続部３２には、回転部材３６と光源装置３０が一緒に回転しないよう、図示
しない回転係止機構が設けられている。
【００２８】
　図３に示すように、光源装置３０が内視鏡本体２０に装着された場合には、光源装置接
続部２６の端部２６ａがスライドピン３７の先端部３７ａに当接することにより、スライ
ドピン３７が筐体３１内に向けて押し込まれる。そして、スライドピン３７の中央部３７
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ｃの端面３７ｅが接続部材３５の連通孔３５ｂから離れて連通孔３５ｂが開放されると共
に、連通孔３５ｈよりも筐体３１側にＯリング３７ｄが位置することにより連通孔３５ｈ
が開放されるため、光源装置３０の内部と外部とが連通される。
【００２９】
　また、光源装置３０が内視鏡本体２０に装着されると、スライドピン３７は筐体３１内
部に向かってスライド移動して図示しないスイッチを筐体３１内側に向けて押し込み、光
源がオン状態となって点灯される。
【００３０】
　以上のように、本発明の実施の形態によれば、気密性を保った光源装置において、内視
鏡本体に光源装置を接続することにより、スライドピンが押されて連通孔が開放され、光
源装置内外の空気が連通可能となる。これにより、内視鏡本体に光源装置を接続した状態
でのＥＯＧ滅菌の減圧工程等において、光源装置内外で圧力差が生じることが抑制され、
光源装置への負担が軽減される。
【００３１】
　なお、本実施の形態では光源装置を内視鏡本体に接続して滅菌する例を示したが、光源
装置をＥＯＧ滅菌する際には、光源装置そのものをＥＯＧ滅菌用アダプタに接続して行っ
ても構わない。この場合には、ＥＯＧ滅菌用アダプタにスライドピン３７の先端部３７ａ
が当接することによってスライドピン３７が筐体３１内に向けて押し込まれ、連通孔３７
ｈが開放され、光源装置内外で圧力差が生じることが抑制される。
【００３２】
　また、本実施の形態では、光源装置が１つのスライドピンを備える構成の例を示したが
、スライドピンを２つ設ける構成とすることも可能である。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　携帯内視鏡
　２０ 内視鏡本体
　２６　光源装置接続部
　２６ａ　端部
　３０ 光源装置
　３１ 筐体
　３２　内視鏡接続部
　３３　取付部材
　３５　接続部材
　３５ｂ　連通孔
　３５ｈ　 連通孔
　３６　回転部材
　３７　スライドピン
　３７ａ　先端部
　３７ｂ　基端部
　３７ｃ　中央部
　３７ｄ　Ｏリング
　３７ｅ　端面
　３７ｓ　軸
　３８　光源部
　３９　圧縮コイルスプリング
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